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自動車計 保有率

(万台) (自動車保有率(台/世帯))

456,953台

自動車 

“自動車保有率は高い” 

○ 本市は、自動車の登録台数が約 46 万台で、政令指定都市の中では中位ですが、世帯あた

りの自動車保有率は、1.48 台で政令指定都市の中で上位であり、自動車利用が多い都市

です。 

■自動車保有率（政令指定都市比較） 

資料：自動車台数は大都市統計協議会「大都市比較統計年表（H27年度末）」、世帯数は総務省「H27国勢調査」 
※自動車台数は、乗用自動車及び軽自動車の合計台数 

自転車 

“通勤通学時に自転車利用は多い” 

○ 本市は、平坦な市街地特性や温暖な気候により、通勤通学時の交通手段として自転車の利

用が多く、政令指定都市の中でも上位であることから、自転車利用の環境整備を進めてい

ます。 

 ■自転車利用率（政令指定都市比較）    ■コミュニティサイクル「ももちゃり」 

資料：総務省「H22 国勢調査」 ※15歳以上通勤通学者の自転車利用率  
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整備面積 1人当たり都市公園面積

(ha) (1人当たり都市公園面積(㎡/人))

その他の都市施設

都市公園 

“一人あたり都市公園面積は政令指定都市第2位” 

○ 本市の都市公園は 465 箇所、約 1,143ha が整備され、一人あたり公園面積は約 16.6 ㎡で、

政令指定都市で第 2位です。 

○ 特に街中には、西川緑道公園や岡山後楽園周辺の旭川エリアなど、水と緑の空間が形成さ

れています。 

■都市公園の整備状況 

資料：岡山市緑の基本計画(H28.12) ※岡山市公園現況集計表(H27.3 末) 

■都市公園面積（政令指定都市比較） 

資料：岡山市緑の基本計画(H28.12) ※国土交通省都市公園データベース(H27.3 末） 

箇所数 面積(ha) 水準(㎡/人)

街区公園 318 82.12 1.19

近隣公園 30 56.16 0.81

地区公園 15 217.57 3.15

総合公園 5 90.62 1.31

運動公園 2 13.14 0.19

風致公園 5 302.02 4.38

歴史公園 4 25.10 0.36

植物園 1 11.01 0.16

墓園 1 30.00 0.43

緑地 73 250.51 3.63

緑道 9 15.91 0.23

県管理都市公園 2 49.06 0.71

合計 465 1,143.21 16.57

住区
基幹
公園

都市
基幹
公園

緩衝
緑地
等

特殊公園

種別

■岡山後楽園と烏城公園 ■西川緑道公園 
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下水道 

“汚水処理人口普及率は全国平均以下、施設の老朽化が進行。雨水対策済みは一部” 

○ 本市の汚水処理人口普及率は全国平均を下回っており、市街化区域・人口集中地区内でも

未普及地域が残っています。 

○ 早期に整備した都心では、整備後 50 年以上を経過した下水管が増加しています。 

○浸水対策施設を整備し雨水対策済み区域は、市街化区域の一部に留まっています。

■汚水処理人口普及率と下水道処理人口普及率      ■下水管渠の経過年数

資料：国土交通省「全国汚水処理人口普及率」          資料：岡山市調べ 

■下水道浸水対策施設等位置図

資料：岡山市調べ



28 岡山市都市計画マスタープラン

上水道 

“配水量は減少傾向、更新時期を迎える水道施設” 

○ 本市における一般家庭での生活用水量、業務営業用水量（事務所等）は、節水機器の普及、

ライフスタイルの変化などもあり減少傾向で、今後も更に減少が見込まれます。 

○ 約 750km2という政令指定都市で最も広い給水区域内に約 4,300km の配水管が張り巡らさ

れており、高度経済成長期に建設された水道施設が、今後、順次更新時期を迎えます。 

■給水人口と年間配水量 

■年度別配水管布設延長 

資料：岡山市水道事業総合基本計画 アクアプラン 2017  
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市街地開発

土地区画整理事業 

“市街化区域の約17％で区画整理事業により市街地形成” 

○ 本市では、昭和 3年の内田第一地区から現在に至るまで、土地区画整理事業により、市街

化区域の約 17%にあたる約 1,782ha を計画的に整備してきましたが、現在、事業を実施し

ている地区はありません。 

■土地区画整理事業施行地区

資料：岡山市調べ 

■整備地区写真（大供周辺土地区画整理事業） 

市街化区域

10,390ha

土地区画整理事業

1,782ha(17.1％)

整備前 

（平成 12年） 

整備後 

（平成 24年 工事概成時）
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都心の再開発 

“都心では、近年、市街地再開発事業等が活発化” 

○ 本市の都心では、主に民間開発による市街地の更新が進んでおり、近年、市街地再開発事

業など市街地再生の動きが活発化しています。 

○ 平成 29 年度末においては、7 地区の市街地再開発事業、19 地区で総合設計制度による整

備が完了しており、店舗、事務所、ホール、コンベンション、住宅、病院など質の高い都

市機能が整備されています。 

■都心の市街地更新状況 

資料：岡山市調べ 

■市街地再開発事業予定地区（表町三丁目 10 番 11 番 23 番 24 番地区） 

整備前 整備後イメージ 
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“小規模な駐車場が点在” 

○ 都心では、店舗用も含め駐車場が占める敷地面積が約 15%がとなっています。特にコイン

パーキング等の小規模な駐車場が多く点在し、全体としては土地の高度利用と都市機能の

更新が進んでいません。 

■都心の駐車場 

資料：岡山市調べ(H27) 
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市街化調整区域の開発 

“市街化調整区域の開発許可件数は全国第1位、市街化区域に近接した地区で多く分布” 

○ 本市の市街化調整区域の開発許可件数は、政令指定都市のなかでも突出して多く、全国で

も１位となっています。 

○ 市街化調整区域における開発件数は、平成 21 年まで大幅に増加し、その後は減少傾向で

すが、平成 21 年以降の開発面積は年間約 20ha 前後で推移しています。 

○ 市街化調整区域における開発地は、市街化区域に近接した地区で多く分布しています。 

■市街化調整区域の開発許可件数（平成 27年度政令指定都市比較） 

資料：岡山市調べ  
※H28.3 末時点の許可件数 

■市街化調整区域の開発(完了)件数・面積 

資料：岡山市調べ 
※H29.1 時点の許可件数 

※現在の市域で集計 
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■市街化調整区域の開発許可位置図 

資料：岡山市調べ（H13～H28年度分、第 34条 11号完了のみ）  
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住宅 

“世帯数を超える住宅供給、木造住宅の約51％が旧耐震基準” 

○ 本市では、世帯数の増加にあわせて住宅数が増加してきましたが、既に世帯数を約 5.7

万戸超過する戸数となっており、世帯数の 1.2 倍の住宅ストックがあります。

○ 木造住宅は、約 51％が新耐震基準（昭和 56年 6 月 1 日施行）以前の建築です。 

 ■住宅総数                 ■建築時期別住宅数 

空き家 

“全国平均を超える空き家率、都市基盤が脆弱な地域で空き家が多い傾向” 

○ 本市では、全国平均を超える空き家が発生しており、政令指定都市の中で第 2位の空き家

率です。

○ 平成 27 年度に実施した実態調査では、約 8,660 棟の空き家が確認されており、市街化区

域の外や都市基盤が脆弱な地域で危険度の高い空き家が多い傾向です。 

     ■空き家率（政令指定都市比較） 

資料：総務省「H25 住宅・土地統計調査」 
※建築時期不明な住宅を除く

資料：

■老朽化した空き家 

資料：総務省「住宅・土地統計調査」 
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■空き家分布図 

資料：H27岡山市空き家等実態調査  

都市計画区分別危険度別棟数率 
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防災

地震・津波 

“南海トラフ巨大地震の危険性” 

○ 政府の地震調査研究推進本部では、南海トラフ巨大地震（東海・東南海・南海地震）が、

今後 30 年以内に 70～80%の確率で発生し、マグニチュードは 8～9 と考えられています。 

○ 南海トラフ巨大地震がマグニチュード 9.1 で発生した場合のシミュレーションでは、津波

が本市の沿岸に約 2時間 50 分後に到達し、最大高さは約 2.6m と想定されています。 

 ■津波浸水想定 

資料：岡山市津波ハザードマップ 

洪水 

“市街化区域の大部分が浸水” 

○ 大雨により河川堤防が破堤した場合のシミュレーションでは、市街化区域のほとんどのエ

リアが浸水する結果となり、2～5ｍの浸水が想定される箇所も存在します。 

○ 平成 30 年 7 月豪雨では、県内の約 8 割の観測点で観測史上最高雨量を更新し、市内では

砂川が破堤するなど、約 7.7 千棟(うち床上約 3.3 千棟)が浸水する被害が発生しました。 

■市街化区域と河川氾濫浸水想定区域の状況        ■H30 年 7月豪雨の浸水状況

資料：国土交通省「東日本大震災の概況」 

資料：岡山市洪水ハザードマップより作成 資料：岡山市（東区平島地内） 

■東日本大震災における被災状況 
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土砂災害 

“市街化区域内にも多くの土砂災害警戒区域” 

○ 市内で 1,482 箇所（岡山県全体の約 12%）が土砂災害警戒区域に指定されており、このう

ち、324 箇所が特別警戒区域に指定（平成 30年 3 月末現在）されています。 

                ■土砂災害警戒区域の指定状況 

資料：岡山県「土砂災害警戒区域等の指定箇所一覧表」 
国土地理院「平成 26年(2014 年)8月豪雨による被害状況に関する情報」（写真） 

火災 

“密集市街地における大火の危険性” 

○ 建物火災の発生件数は減少傾向ですが、木造建築物が密集する市街地などでは、大火につ

ながる危険性があります。 

      ■建物火災の発生件数          ■糸魚川市駅北大火の状況（H28） 

資料：岡山市調べ 
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11.8%

岡山市を除く県内市町
11,093
88.2%

■土砂災害警戒区域数 

■広島土砂災害の被災状況(H26) 

資料：総務省消防庁「糸魚川市駅北大火記録_糸魚川市大規模火
災を踏まえた今後の消防のあり方に関する検討会資料」 
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環境

温室効果ガス 

“都市活動を背景として環境負荷が増加” 

○ 温室効果ガス排出量は、都市活動が活発であることを反映して増加傾向です。今後も総量

は微増することが予測されており、特に都市活動に起因する産業部門、民生業務部門での

増加が予測されています。 

■温室効果ガス排出量 

資料：第 2次岡山市環境基本計画、岡山市地球温暖化対策実行計画改定版(H29.3) 

生物多様性 

“市域全域に希少種が分布” 

○ 本市では、市街地内でも複数の希少種が確認されるなど、市内のほぼ全域に何らかの希少

種が分布しており、豊かな生態系が残存しています。 

■希少種の集積評価図 

2,720 2,337 2,340 2,177 2,297 2,363 2,418

670 995 1,012 953 953 945 929

1,117 1,343 1,504 1,607 1,688 1,719 1,727

1,070
1,362 1,351 1,352 1,305 1,243 1,156

331
198 252 260 278 292 308

6,104 6,409 6,573 6,476 6,643 6,679 6,653
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5,000

6,000
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H18

(2006)

H24

(2012)

H25

(2013)
H32

（2020）

H37

（2025）

H42

（2030）

産業部門 民生家庭部門 民生業務部門

運輸部門 廃棄物部門 その他

(千トン)
予測

資料：岡山市生物多様性地域戦略(H29.3) 

ナゴヤダルマガエル 

グンバイトンボ 

サギソウ 

アユモドキ 
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義務的経費

999 億円
42%

投資的経費

702 億円
29%

その他経費

684 億円
29%

人件費

496 億円
21%

扶助費

274 億円
11%

公債費

229 億円
10%

普通建設事業費

698 億円
29%

災害復旧事業費

4 億円
0%

物件費

209 億円
9%

維持補修費

41 億円
2%

補助費等

126 億円
5%

積立金

16 億円
1%

投資及び出資金

19 億円
1%

貸付金

61 億円
3% 繰出金

211 億円
9%

歳出総額

2,385億円

義務的経費

1,505 億円
54%

投資的経費

403 億円
14%

その他経費

872 億円
31%

人件費

449 億円
16%

扶助費

728 億円
26%

公債費

327 億円
12%

普通建設事業費

401 億円
14%

災害復旧事業費

2 億円
0%

物件費

306 億円
11%

維持補修費

43 億円
2%

補助費等

204 億円
7%

積立金

32 億円
1%

投資及び出資金

18 億円
1%

貸付金

21 億円
1%
繰出金

247 億円
9%

歳出総額

2,779億円

1,195 1,419 
1,757 

2,163 
2,554 2,816 2,886 

2,945 3,045 2,940 2,809 2,720 2,585 

1,245 
1,672 

2,186 

2,699 

2,932 
3,135 3,169 3,244 

3,118 
2,854 2,776 2,825 3,074 
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27

（億円）

企業会計市債残高 普通会計市債残高

都市経営

財政 

“社会保障費の増加、投資的経費の減少” 

○ 市債残高は近年減少傾向ですが、平成 27 年は約 5,660 億円と微増しており、引き続き高

い水準です。 

○ 歳出は、平成 7年から平成 27 年の 20 年間で、扶助費が 2.5 倍以上増加し、義務的経費の

割合が歳出総額の 54％に増加している一方、投資的経費の割合は、1/2 程度まで低下して

います。 

■岡山市市債残高 

資料：岡山市の財政状況 

■財政状況の推移（普通会計） 

【平成 7年度】              【平成 27 年度】 

資料：岡山市調べ 

※扶助費：生活保護、児童・高齢者福祉等に関する経費 
※現在の市域で集計  

義務的経費 H27/H7＝1.51 

投資的経費 H27/H7＝0.57 
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●近年、歩行数と医療費に関する研究・報告等から、歩行数が１日１歩増加するごとに、

0.065～0.072円/歩/日の医療費削減効果があるとの分析が行われています。 

●拡散型で車社会の都市よりも、公共交通を中心としたコンパクトで歩いて暮らせる都市

では、人々が日常生活の中でより多く歩くことで健康増進効果が期待されます。 

●本市の平均寿命は全国平均を上回っている一方、健康寿命は、全国平均を下回っており、

運動、栄養・食生活の改善や社会参加等に加えて、自然と歩く、歩きたくなるまちづく

りが求められています。

（健康寿命：心身ともに自立した生活が制限されることなく生活できる期間） 

資料：国土交通省「まちづくりにおける健康増進効果を把握
するための歩行量(歩数)調査のガイドライン(H29.3)」 資料：厚生労働省「H28 国民生活基礎調査」

より作成
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～コラム～ 歩いて暮らせるまちづくりで医療費削減効果も期待 
歩くことで 
健康増進 
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面積(単位：千㎡) 

 (単位：億円) 

今後40年間の公
共施設等の更新
に係るコスト
(平均値) 

公共施設等の投
資実績(2016 年
度は決算推計額
(予算額))(平均
値) 

投資実績(2016年
度は決算推計額
(予算)) 
その他インフラ 
下水道 
上水道 
橋りょう 
道路 
ハコモノ 

資料：岡山市公共施設等総合管理計画（H29.3） 

■ 行政事務系施設
■ 医療・福祉施設
■ 学校教育施設
■ 社会教育施設
■ 公営住宅
■ 普通財産等
■ 環境施設
■ 子育て支援施設
■ 市民文科系施設
■ ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ･観光施設
■ その他施設
■ 文化財施設

公共施設 

“ハコモノ・インフラの耐震化・修繕費用の増加見込み” 

○ 本市では、昭和 43 年から平成 13年に集中して施設整備を行ったことから、今後はこれら

の施設の耐震化や修繕、建替等の費用の増加が見込まれています。 

○ 今後のハコモノとインフラの更新費用は、既存施設を全て保持する場合、大幅な財源不足

が見込まれます。 

■ハコモノの建築年別整備状況 

資料：岡山市公共施設等総合管理計画（H29.3） 

■公共施設及びインフラに係る将来の更新費用推計 
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超高齢化への対応

人口減少・少子化への対応

災害への備えの強化

次代を担う人づくり

交通ネットワークの形成

豊かな自然環境の保全や環境問題への対応

持続可能な財政経営

交流人口の増加

多様な地域特性を活かしたまちづくり

既存施設の有効活用やインフラ老朽化への対応

定住人口の増加

女性が活躍できる社会の実現

市民生活やニーズの広域化・多様化への対応

都市活力や都市間競争力の向上

グローバル化や国際化の進展への対応

市民、企業、NPO等の多様な主体の協働

無回答及び無効回答

(%)

市民ニーズ

まちづくりで大切にすべき視点 

“人口減少・少子高齢化社会への対応、防災対策、人づくり、交通、環境保全を重視” 

○ 市民は、今後のまちづくりの視点として、超高齢社会、人口減少・少子化、災害への備え、

人づくり、交通、環境保全等を重要視しています。 

■今後のまちづくりで大切にすべき視点 

資料：H27岡山市市民意識調査 

居住地条件 

“買い物・通院・公共交通・治安を重視、子育て世代は子育て・教育環境を重視” 

○ 市民が、居住環境として重視する項目は、買い物・通院などの利便性の割合が最も高く、

次いでバスや鉄道など公共交通の利便性、治安や防犯上の安全性の割合が高い状況です。 

○ 30～40 歳代では、上記項目に次いで、子育て・教育環境を重視しています。 

■居住地として重視する項目 

資料：H28住まいとまちづくりに関する市民アンケート調査  
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都心 地域の生活拠点

■都心(岡山駅周辺 1km 圏域) 

■今住んでいる地域で、駅周辺や

生活施設が集まる便利な場所 

■今住んでいる場所の近所 

■今住んでいる地域から離れた別

の地域 

■岡山市以外の市町村 

居住地域 

“都心・地域の拠点での居住ニーズ” 

○ 市民は、住み慣れた環境を重視し「今住んでいる場所の近所」が各年代においてニーズが

高いが、若い世代ほど「都心」に対する居住ニーズが高く、年齢が高まると「地域の生活

拠点」へのニーズが高くなっています。 

■住みたいと思う地域 

資料：H28岡山市総合交通計画市民アンケート調査 

ライフスタイル 

“科学技術の進展により、ライフスタイルが変化” 

○ スマートフォンなど情報通信技術の進展により、eコマース（電子商取引、ネットショッ

ピング）の市場規模が拡大するとともに、20 代の外出率低下も見られ、小売業や流通業

だけでなく、買い物などのライフスタイルが変化しつつあります。 

○ さらに、今後、AI（人工知能）による自動運転技術などの普及も見込まれています。 

    ■日本の BtoC(物販)-EC 市場規模の推移      ■若者(20-29 歳)の外出率 

資料：経済産業省「電子商取引に関する市場調査」       資料：国土交通省「H27 全国都市交通特性調査」 
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＜白紙＞ 


